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論 文 内 容 の 要 旨
正常血清中 にあって, 殺菌的に働 く物質のうち, Lysozym e および Properdin は, ともにその化学的性
質が比較的よく検索されている｡ しかしその反面, それらが血清の殺菌能に関して演ずる役割は, 末だ完
全には明らかでない｡ 著者は本論文において, 両者の血祭分層中における局在を決定 し, 他の抗菌因子と
の異同を論ずる基礎とした｡
実 験 方 法
1 ) 人血菜の分別は低温エタノール分別法 (Cohn 第10法) を採用 した｡ 一般的にいって, 低温エタノ
ール分別法は血祭を細かい分層にまで分別収容 し得る点で他の分別法に勝っているが, Cohn 第10法は比
較的少量の試料について施行できる利点がある｡
2 ) Lysozym e 値の測定は, M icrococcus lysodeikticus のアセ トン処理菌体に対する溶菌効果を比濁法
で測定する浜本の方法にしたがった｡ 試料について実施するにあたり, 阻害物質の混入を除 く意味であら
かじめ透析を行なったが, この場合の Lysozym e の損失は特に考慮すべき程度には至らなかった｡
3 ) Properdin 値測定法として最も一般的な Pillem er 法には種々の批判がある｡ その主なものは試薬
の作成の困難なこと, および試料中の補体壷, 抗補体作用を考慮 していないことである. 著者は試料中の
Properdin により不活性化される C′3 壷は, 使用 した R p より作った R pb と, 加えられる試料の総 C3′
墓であると考えることにより, Pillem er 法により得た値をより合理的に修正 した｡ また R p の作成に関
し, B entonite による Properdin の吸着を用いる方法があるが, 著者の行なった範囲では, M uschel 法に
より B entonite を用いて Lysozym e を充分に除去 した血清にあっても, なお Properdin は大部分が損わ
れずに残存 した｡
実 験 成 績
1 ) 血菜の低温エタノール分別は, これを蛋白濃度, 界面電気泳動の成績から検討 したが, 特に Frac-
tion II (γ-グロブリン) は100% の純度に分別 し得た｡
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2 ) 血清 Lysozym e はある程度まで細分属に分散 して見 られた｡ しかし, これを主分属中の穆行の面か
らみると, 明らかに F raction ∫+Ⅰ+ⅠⅠⅠ- Fraction I+ⅠⅠIo-3- F raction I+ⅠⅠIl_ 3 の経過を辿 り, 最終段階
においては常に Fraction I+ ⅠⅠⅠ3> F raction III1,2 としてみられる｡ したがって血清 Lysozym e は F raction
∫+ⅠⅠⅠ3 に局在すると結論 し得る｡
3 ) 血清 Properdin は細分屑の比較では Fraction IIIl,2≧Fraction III｡ にのみ活性が認められる｡ しか
し主分屑中では Fraction i+Ⅰ+ 1ⅠⅠ- Fraction I+ⅠH o-3- F raction I+ⅠⅠⅠト 3 と移行することが明らかであ
り, 特に Fraction III｡ の抽出母地である Fraction I+ ⅠⅠⅠ｡-2 中の Properdin は大部分 Fraction I+ ⅠⅠⅠト 3
中に回収されたことから, Fraction III1, 2が本来 Properdin の限局する分属であると考えられる｡ 文献的
に Properdin の局在に関して, それぞれ Fraction I および Fraction III を主張する 2説がある｡ これに
ついては分別時の条件特に pH が影響するものと考えられる｡
4 ) 高濃度の卵白 Lysozym e は 560 C 30分の加熱後もなお著明な溶菌現象を示 したが, 血清 L ysozym e
およびこれと同程度に希釈された卵白 Lysozym e は, 上記の加熱により柏似た態度をとって著るしくその
活性を失なった｡ 従来 Lysozym e は耐熱性因子と考えられて来たが, むしろ易熱性とするのが 妥 当 と考
えられる｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
この論文は, 血清中に存在する抗菌因子として近年注目されて いる Lysozym e および Properdin の血
清分布を明らかにしたものである｡ 血清分画には低温エタノール分別紘 (Cohn 第10法) を用い, つぎの
結果を得た｡ 1 ) 血清 Lysozym e は Fraction I+ ⅠⅠⅠ3 に局在するとの新知見をえた｡ 2 ) 血清 Properdin
は, F raction III1,2 に局在すると断定し, Pillem er あるいは Pennel の報告との相違についても詳細な吟
味を行なっている｡
これらの研究業績は, Lysozym e および Properdin が非特異性抗菌因子としてもつ地位について明確さ
を加えたものであり, この方面に寄与するところが少なくない｡ したがって, 本論文は医学博士の学位論
文として価値あるものと認定する｡
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